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平
成
25
年
度
の
定
時
総
会
が
、
５
月
26
日


新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
役
員
改
選
期
に
伴
い
、
新
執
行

部
案
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　

新
潟
県
剣
道
連
盟

 

会
長
　

齋
藤
　
　

榮
　

　

先
般
の
定
時
総
会
に
て
会
長
に
選
任
さ
れ

た
齋
藤
榮
で
あ
り
ま
す
。
大
任
を
仰
せ
つ

か
っ
て
恐
れ
入
り
ま
す
。

　

さ
て
、
老
生
が
県
剣
道
連
盟
と
関
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
三
年
前
の
不
祥
事
の
発
覚

直
後
の
こ
と
で
、
不
意
の
呼
び
出
し
を
受
け

副
会
長
を
承
引
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
爾

来
三
年
間
、
体
調
不
十
分
に
も
拘
ら
ず
改
革

に
挺
身
さ
れ
た
毛
島
勇
前
会
長
の
補
佐
役
を

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
お
そ
の
間
、
会
長
を
中
心
に
理
事
長
並

び
に
理
事
役
員
各
位
の
精
励
格
勤
の
功
に
よ

り
、
不
祥
事
の
処
理
と
会
則
・
規
程
等
の
改

編
が
断
行
さ
れ
、
ひ
と
ま
ず
不
祥
事
の
元
凶

で
あ
っ
た
旧
弊
の
元
を
絶
っ
た
こ
と
は
ご
案

内
の
と
お
り
で
す
。

　

先
ず
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
こ
の
度
退

任
さ
れ
た
毛
島
前
会
長
に
対
し
深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
剣
道
連
盟
の
当
面
す
る
課

題
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
財
団
法
人
化
で
あ

り
ま
す
。
ま
さ
に
変
革
の
総
仕
上
げ
で
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
誤
解
な
く
願
い
た
い
の
は
、

私
的
な
任
意
団
体
か
ら
新
た
に
財
団
法
人

へ
と
移
行
し
て
も
能
事
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
況
や
当
剣
道
連
盟
に
バ
ラ
色
の
未
来
が

待
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
共
の
団
体
が
法
人
格
を
与
え
ら
れ
た
団

体
と
し
て
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
、
自
ら
の
権

利
・
義
務
を
社
会
的
責
任
に
お
い
て
行
使

し
、
諸
活
動
を
享
受
で
き
る
組
織
と
な
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
役
員
の
選
考
か
ら

組
織
の
運
営
に
至
る
ま
で
私
共
に
強
い
責
任

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
成

果
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
当
剣
道
連
盟
が
「
会
員
に
よ
る

会
員
の
た
め
の
組
織
」
と
し
て
、
名
実
と
も

再
生
発
展
す
る
よ
う
会
員
各
位
の
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
会
長
就
任
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

副
会
長
に
就
任
し
て

　
　
　
　

中
越
地
区
会
長
　

草
間
　

壹
　

　

こ
の
度
、
剣
連
副
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

三
条
の
草
間
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
毛
島
前
会
長
が
先
頭
に
な
っ
て

再
生
発
展
に
努
め
ら
れ
、
前
以
上
に
素
晴
し

く
健
全
で
磐
石
な
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
浅
学
菲
才
に
鞭
打
っ
て
一

身
を
委
ね
て
前
任
者
の
重
責
を
引
き
継
ぎ
、

中
越
地
区
の
発
展
と
向
上
の
為
に
全
力
を
尽
く

す
覚
悟
で
こ
ざ
い
ま
す
。

　

剣
友
各
位
と
共
に
新
潟
県
剣
道
連
盟
の
更

な
る
発
展
と
向
上
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
何
と
ぞ
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

副
会
長
就
任

　
　
　
　

下
越
地
区
会
長
　

若
林
　

秀
旭
　

　

こ
の
度
、
下
越
地
区

の
会
長
・
県
の
副
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

身
に
余
る
重
責
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
も
参
考
に
し

な
が
ら
県
剣
道
連
盟
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
三
年
間
は
監
事
を
務
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
前
会
長
は
じ
め
前
理
事
の
精
力

的
な
努
力
で
、
県
剣
道
連
盟
全
体
の
改
革
が

行
わ
れ
、
明
る
く
立
派
な
組
織
と
し
て
再
生

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
計
処
理
及
び
監
査
で
も
、
ご
無

理
な
お
願
い
を
承
諾
し
て
い
た
だ
き
外
部
監

事
に
就
任
さ
れ
た
、
公
認
会
計
士
の
鈴
木
先

生
の
ご
指
導
に
よ
り
、
真
実
・
明
瞭
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
財
団
法
人
と
し
て
、
体
質
強
化
が

成
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
４
月
定
例
理
事
会
内
容
は
総
会
と
類
似
及

び
紙
面
上
省
略
）

　

５
月
26
日


　

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
会
議
室

一
、
開
会
宣
言
　

木
村
事
務
局
長
代
行

二
、
会
長
挨
拶
　

毛
島
会
長

三
、
功
労
者
表
彰
　

※
詳
細
は
後
記

四
、
議
長
選
出
　

鈴
木
喜
一
（
阿
賀
野
）

五
、
議
事
録
署
名
人
選
出

　

小
林
作
一
（
白
根
）
近
藤
和
喜
（
加
茂
）

《
報
告
承
認
を
求
め
る
事
項
》

一
、
平
成
24
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

二
、
平
成
24
年
度
会
計
報
告
に
つ
い
て

三
、
監
査
報
告

《
協
議
事
項
》

一
、
新
潟
県
剣
道
連
盟
財
団
法
人
設
立

（
案
）
に
つ
い
て
（
承
認
）
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二
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
（
承
認
）

三
、
平
成
25
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

（
承
認
）

四
、
そ
の
他

・
テ
レ
ビ
放
映
（
案
）
に
つ
い
て

・
剣
道
初
級
者
講
習
会
新
規
開
催
（
予
定
）

に
つ
い
て

・
新
体
制
（
平
成
22
年
６
月
）
後
の
改
革
・

刷
新
状
況

五
、
役
員
改
選
　

※
詳
細
は
後
記

●
事
業
計
画

県
連
主
催
・
共
催
関
係

〈
６
月
〉

22
日

　

女
子
講
習
会
（
上
越
市
）

23
日

　

新
潟
県
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
兼

全
日
本
女
子
選
手
権
大
会
予
選
会

（
上
越
市
）

〈
７
月
〉

７
日

　

第
52
回
３
県
都
市
対
抗
剣
道
大
会

（
糸
魚
川
市
）

〈
８
月
〉

17
日

　

定
例
理
事
会
　
　
　

（
新
潟
市
）

18
日

　

第
38
回
新
潟
県
少
年
少
女
剣
道
大
会

（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
テ
レ
ビ
で
９
月
７
日
放
送
）

（
新
潟
市
）

25
日

　

第
34
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会

　

（
新
潟
市
）

〈
９
月
〉

１
日

　

新
潟
県
剣
道
選
手
権
大
会
兼
全
日

本
剣
道
選
手
権
大
会
県
予
選
会

（
新
潟
市
）

１
日

　

第
41
回
新
潟
県
高
段
者
大
会

（
新
潟
市
）

16
日

　

第
56
回
福
島
・
新
潟
親
善
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
潟
市
）

29
日

　

第
61
回
新
潟
県
剣
道
大
会

（
小
千
谷
市
）

〈
10
月
〉

19
日

　

全
剣
連
後
援
審
査
員
講
習
会

（
新
潟
市
）

20
日

　

全
剣
連
後
援
指
導
者
講
習
会

　

（
新
潟
市
）

20
日

　

第
52
回
新
潟
県
居
合
道
大
会

（
村
上
市
）

26
日

　

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

壮
年
剣
道
大
会
　
　

（
新
潟
市
）

〈
11
月
〉

24
日

　

第
22
回
新
潟
県
中
学
校
選
抜
剣
道

大
会
　
　
　
　
　
　

（
新
潟
市
）

16
日

・
17

　

第
35
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
高
校
剣
道

大
会
兼
全
国
高
校
選
抜
剣
道
大
会

一
次
予
選
　
　
　
　

（
新
潟
市
）

〈
12
月
〉

22
日

　

定
例
理
事
会
・
臨
時
評
議
員
会

（
新
潟
市
）

平
成
26
年

〈
１
月
〉

13
日

　

全
国
高
校
選
抜
剣
道
大
会
二
次
予

選
会
　
　
　
　
　
　

（
新
潟
市
）

〈
３
月
〉

２
日

　

全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝

大
会
県
予
選
会
　
　

（
長
岡
市
）

９
日

　

第
69
回
国
民
体
育
大
会
県
予
選
会

（
長
岡
市
）

15
日

　

剣
道
六
・
七
・
八
段
受
審
者
講
習
会

（
新
潟
市
）

23
日

　

定
例
理
事
会
　
　
　

（
新
潟
市
）

そ
の
他
（
未
記
載
関
係
）

・
新
潟
県
合
同
稽
古
会

①
上
越
会
場
　

９
月
７
日

（
上
越
市
）

②
中
越
会
場
　

11
月
17
日

（
三
条
市
）

③
新
潟
会
場
　

３
月
16
日

（
新
潟
市
）

・
北
信
越
合
同
稽
古
会

①
９
月
７
日

（
上
越
市
）

②
12
月
７
日

（
富
山
市
）

・
昇
段
審
査
会

・
夏
期
特
別
講
習
会

後
援
事
業
関
係
（
予
定
）

・
三
条
杯
争
奪
高
校
剣
道
大
会

４
月
28
日

（
三
条
市
）

・
第
18
回
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
剣
道
競
技

５
月
25
日

（
上
越
市
）

・
新
潟
県
高
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会

　

５
月
31
日

～
６
月
２
日

（
三
条
市
）

・
県
央
少
年
少
女
剣
道
大
会

６
月
９
日

（
燕
市
吉
田
）

・
新
発
田
剣
道
優
勝
大
会

６
月
16
日

（
新
発
田
市
）

・
中
越
地
区
剣
道
大
会

７
月
14
日

（
長
岡
市
栃
尾
）

・
新
潟
県
中
学
校
剣
道
大
会

７
月
24
日

・
25
日

（
長
岡
市
三
島
）

・
佐
渡
地
区
剣
道
大
会

７
月
28
日

（
佐
渡
市
）

・
中
山
博
道
旗
争
奪
剣
道
大
会

７
月
15
日

（
燕
市
分
水
）

・
角
田
山
旗
争
奪
剣
道
大
会

９
月
23
日

（
新
潟
市
西
蒲
区
）

・
全
佐
渡
剣
道
選
手
権
大
会

10
月
６
日

（
佐
渡
市
）

・
全
上
越
剣
道
大
会

11
月
４
日
（
振
替
休
日
）
（
上
越
市
）

・
第
52
回
新
潟
県
実
業
団
剣
道
大
会

11
月
23
日

（
新
潟
市
）

平
成
26
年

・
建
国
記
念
剣
道
大
会

２
月
11
日

（
新
潟
市
）

・
日
本
剣
道
形
柏
崎
大
会

２
月
23
日

（
柏
崎
市
）

・
白
根
剣
道
大
会

３
月
21
日

（
新
潟
市
南
区
）

・
飛
燕
旗
争
奪
剣
道
大
会
　
　

３
月
30
日


そ
の
他

・
全
国
優
秀
中
学
校
招
待
剣
道
大
会
（
燕
市
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
夏
期
特
別
講
習
会

（
新
潟
市
）

・
全
学
連
主
催
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
剣
道
指
導

者
研
修
会

10
月
19
日

・
20
日

（
上
越
市
）

一
、
役
員
（
所
属
連
盟
）

会
　
　

長
　
　

齋
藤
　
　

榮
（
新
発
田
）

副　

会　

長
　
　

青
山
　
　

勲
（
上
越
市
）

　

　

〃　　
　
　

草
間
　

哼
壹
（
三
　

条
）

　

　

〃　　
　
　

若
林
　

秀
旭
（
五
泉
市
）

　

　

〃　　
　
　

中
村
　

正
紀
（
西
　

蒲
）

監
　
　

事
　
　

桑
原
　
　

勉
（
長
　

岡
）

　

　

〃　　
　
　

那
須
野
求
馬
（
新
潟
市
）

外
部
監
事
　
　

鈴
木
　

信
嘉

（
公
認
会
計
士
）

理　

事　

長
　
　

本
間
厚
太
郎
（
警
　

察
）

会
計
理
事
　
　

松
林
　

正
敏
（
新
潟
市
）

理
　
　

事

（
上
　

越
）
伊
藤
　

文
博
（
糸
魚
川
）

　
　
　
　
　

西
山
知
太
郎
（
浦
川
原
）

　
　
　
　
　

品
田
　

峯
雄
（
柏
　

崎
）

（
中
　

越
）
上
谷
　

洋
二
（
長
　

岡
）

　
　
　
　
　

佐
藤
　

弘
則
（
栃
　

尾
）
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清
水
　

義
威
（
三
　

島
）

　
　
　
　
　

細
貝
　

秀
幸
（
小
千
谷
）

（
下
　

越
）
帆
苅
　

達
郎
（
五
泉
市
）

　
　
　
　
　

高
橋
　

憲
夫
（
阿
賀
野
）

　
　
　
　
　

大
図
　

正
弘
（
中
　

条
）

（
新
　

潟
）
吉
田
　

賢
一
（
　

燕
　

）

　
　
　
　
　

田
沢
　

広
一
（
小
須
戸
）

　
　
　
　
　

荻
荘
　
　

誠
（
亀
　

田
）

（
新
潟
市
）
内
野
　

葉
子
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　

小
杉
　

耐
三
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　

松
林
　

正
敏
（
新
潟
市
）

（
佐
　

渡
）
菊
池
　

忠
彦
（
佐
渡
市
）

（
学
剣
連
）
加
藤
　
　

治
（
学
　

校
）

（
居
合
道
）
吉
田
　

哲
夫
（
居
合
道
）

（
中
体
連
）
堀
田
　

秀
浩
（
学
　

校
）

（
高
体
連
）
竹
内
　

知
宏
（
新
潟
市
）

（
審
査
員
）
渡
邉
　

幹
雄
（
警
　

察
）

顧
　
　

問
　
　

前
田
　

利
雄
（
新
潟
市
）

　

　

〃　　
　
　

毛
島
　
　

勇
（
新
潟
市
）

　

　

〃　　
　
　

清
水
　
　

勝
（
新
潟
市
）

　

　

〃　　
　
　

五
十
嵐
安
夫
（
新
潟
市
）

参
　
　

与
　
　

荻
荘
　

則
幸
（
亀
　

田
）

　

　

〃　　
　
　

八
木
　

和
徳
（
新
潟
市
）

事　

務　

局

局
長
代
行
　
　

木
村
　

嘉
靖
（
警
　

察
）

局
　
　

員
　
　

天
井
　

俊
明
（
五
泉
市
）

職
　
　

員
　
　

寺
田
　

清
美
（
専
　

従
）

二
、
専
門
部
委
員
会

（
◎
は
委
員
長
　

○
副
委
員
長
）

総
　

括
　
　

本
間
厚
太
郎

総
務
委
員
会

◎
伊
藤
　

文
博
・
吉
田
　

賢
一

○
荻
荘
　
　

誠
・
高
橋
　

憲
夫

西
山
知
太
郎
・
細
貝
　

秀
幸

松
林
　

正
敏

事
業
・
普
及
委
員
会

◎
帆
苅
　

達
郎
・
田
沢
　

広
一

○
上
谷
　

洋
二
・
渡
邉
　

幹
雄
（
兼
）

審
査
・
講
習
委
員
会

◎
小
杉
　

耐
三
・
清
水
　

義
威

○
渡
邉
　

幹
雄
・
内
野
　

葉
子
（
兼
）

　

品
田
　

峯
雄

強
化
委
員
会

◎
加
藤
　
　

治
・
堀
田
　

秀
浩

○
佐
藤
　

弘
則
・
竹
内
　

知
宏

　

内
野
　

葉
子

広
報
委
員
会

◎
大
図
　

正
弘

○
菊
池
　

忠
彦

居
合
・
杖
道
委
員
会

◎
吉
田
　

哲
夫
・
品
田
　

峯
雄
（
兼
）

　

小
杉
　

耐
三
（
兼
）

三
、
剣
道
審
査
員
（
連
盟
）

渡
邉
　

幹
雄
（
警
　

察
）

白
井
　

吉
満
（
長
　

岡
）

山
田
　

義
雄
（
　

燕
　

）

宮
下
　
　

茂
（
糸
魚
川
）

大
濱
　
　

克
（
上
　

越
）

木
原
　
　

眸
（
上
　

越
）

久
保
田
幸
正
（
上
　

越
）

直
原
　
　

幹
（
上
　

越
）

岡
田
　
　

裕
（
柏
　

崎
）

渡
邉
　

希
一
（
柏
　

崎
）

和
田
　
　

映
（
小
千
谷
）

田
村
　

克
也
（
魚
沼
市
）

西
潟
　

繁
夫
（
南
魚
沼
）

鈴
木
　

和
彦
（
新
発
田
）

長
谷
川
　

敏
（
新
発
田
）

藤
井
　

紳
一
（
五
泉
市
）

廣
川
　

和
男
（
新
潟
市
）

堀
　

伊
佐
緒
（
新
潟
市
）

山
田
　
　

茂
（
新
潟
市
）

高
橋
　

直
志
（
学
　

校
）

佐
藤
　

好
美
（
警
　

察
）

遠
山
　

正
宣
（
警
　

察
）

望
月
　

憲
一
（
警
　

察
）

※
審
査
員
選
考
委
員
会
（
27
年
５
月
迄
）

斎
藤
　

榮
（
会
長
）
渡
邉
幹
雄
（
理
事
）

小
杉
耐
三
（
理
事
）
白
井
吉
満
（
八
段
）

山
田
義
雄
（
八
段
）
平
野
孝
國
（
学
識
者
）

四
、
居
合
道
審
査
員

品
田
　

峯
雄

大
竹
　

春
男

吉
田
　

哲
夫

田
川
　

正
幸

上
島
　

好
文

渡
辺
　

尚
久

品
田
賢
一
郎
　
　
　
　
　
　

①
第
42
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

女
子
団
体
優
勝
（
三
連
覇
）

燕
中
学
校
女
子
剣
道
部

河
嶋
香
菜
子
・
小
川
梨
々
香

近
藤
　

瑞
紀
・
長
谷
川
莉
子

村
山
ひ
な
こ

男
子
個
人
準
優
勝

　

小
池
中
学
校
　

熊
倉
　

信
広

②
第
59
回
全
国
高
校
剣
道
大
会
・
第
67
回
国

民
体
育
大
会

高
校
（
少
年
）
女
子
の
部
第
３
位

新
潟
商
業
高
校
女
子
剣
道
部
　

丸
山
ゆ
き
乃
・
相
田
真
奈
美

大
塩
　

綾
子
・
熊
谷
　

真
純

武
田
　

真
弥

全
国
高
校
剣
道
大
会
　

個
人
第
３
位

　
　
　
　

武
田
　

真
弥

③
第
47
回
全
日
本
居
合
道
大
会

個
人
五
段
の
部
優
勝
　

大
西
　

伸
和

①
剣
道
公
認
審
判
講
習
会

・
４
月
７
日

（
上
越
会
場
）

講
師
　

渡
邉
幹
雄
・
白
井
吉
満

山
田
義
雄
・
高
橋
直
志

清
水
　

龍

受
講
　

１
５
１
名

審
者
　

３
名
受
審
・
合
格
３
名

・
４
月
13
日

（
中
越
会
場
）

講
師
　

渡
邉
幹
雄
・
白
井
吉
満

　
　
　
　
　

山
田
義
雄
・
清
水
　

龍

　
　
　
　
　

宮
下
　

茂

　
　

受
講
　

１
８
６
名

　
　

審
査
　

７
名
受
審
・
７
名
合
格

・
５
月
12
日

（
新
潟
会
場
）

　
　

講
師
　

渡
邉
幹
雄
・
白
井
吉
満

　
　
　
　
　

望
月
憲
一
・
小
杉
耐
三

　
　

受
講
　

２
５
９
名

　
　

審
査
　

16
名
受
審
・
13
名
合
格

・
７
月
７
日

（
下
越
会
場
）

　
　

講
師
　

渡
邉
幹
雄
・
白
井
吉
満

　
　
　
　
　

山
田
義
雄
・
望
月
憲
一

　
　
　
　
　

山
田
　

茂

　
　

受
講
　

１
０
８
名

　
　

審
査
　

24
名
受
審
・
24
名
合
格

②
県
女
子
講
習
会

・
６
月
22
日

（
上
越
市
）

　
　

主
任
講
師
　

内
野
葉
子
理
事

　
　

講
師
助
手
（
七
段
受
有
者
）

渡
辺
か
な
・
野
本
由
紀
子
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丸
山
美
恵
子
・
柴
田
則
子

　
　

受
講
　

38
名

　

午
前
中
は
、
内
野
講
師
か
ら
「
全
剣
連
主

催
女
子
審
判
講
習
会
」
の
実
技
等
の
伝
達

後
、
参
加
者
全
員
で
審
判
実
技
を
行
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
講
師
・
助
手
の
得
意
技

を
中
心
に
基
本
技
・
応
用
技
を
示
範
し
、
最

後
に
元
立
ち
・
互
角
稽
古
で
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
初

の
県
内
女
性
講

師
陣
に
よ
る
企

画
で
し
た
が
、

終
始
熱
心
の
中

に
も
和
気
あ
い

あ

い

と

し

た

「
女
子
剣
道
愛

好
家
講
習
会
」

な
ら
で
は
の
素

晴
し
い
雰
囲
気

で
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

（
報
告　

上
越
市
剣
連
事
務
局　

池
田
泰
宏
）

③
そ
の
他
（
全
国
関
係
）

・
４
月
６
日

～
７
日


平
成
25
年
度
東
日
本
剣
道
中
央
講
習
会

　
　
　
　

（
国
立
霞
ヶ
丘
競
技
場
体
育
館
）

参
加
　

望
月
　

憲
一
（
警
　

察
）

　
　
　
　
　

宮
下
　
　

茂
（
糸
魚
川
）

・
５
月
22
日

～
26
日


第
51
回
剣
道
中
堅
剣
士
講
習
会

（
奈
良
市
中
央
武
道
場
）

参
加
　

桑
原
　

秀
典
（
津
　

南
）

・
５
月
18
日

～
19
日


第
18
回
女
子
剣
道
審
判
講
習
会

　
　

（
兵
庫
県
立
武
道
館
）

参
加
　

内
野
　

葉
子
（
新
潟
市
）

●
剣
道

①
第
61
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝

大
会（
大
阪
市
中
央
体
育
館
）４
月
29
日


監
督
　

佐
藤
　

好
美
（
警
　

察
）

先
鋒
　

江
口
　

修
哉
（
新
潟
商
）

次
鋒
　

内
藤
　

真
登
（
中
央
大
）

五
将
　

高
橋
　

吉
孝
（
新
潟
市
）

中
堅
　

川
嶋
　

一
也
（
三
　

条
）

三
将
　

赤
塚
　

洋
紀
（
警
　

察
）

副
将
　

藤
塚
　
　

衛
（
新
潟
市
）

大
将
　

直
原
　
　

幹
（
上
　

越
）

１
回
戦

　
　

新
潟 

　

１
―
０
　

 

栃
木

先
　

江
口 

　
　

×
　
　

 

入
江

　
　

内
藤 

　
　

×
　
　

 

水
森

　
　

高
橋 

　
　

×
　
　

 

福
田

中
○
川
嶋 

メ
　

―
　
　

 
鈴
木

　
　

赤
塚 

　
　

×
　
　

 

白
石

　
　

藤
塚 

　
　

×
　
　

 

山
中

　
　

直
原 

　
　

×
　
　

 

荒
井

２
回
戦

　
　

新
潟 

　

２
―
５
　

 

愛
知

先
　

江
口 

　
　

―
　

ド 

高
井
○

　

○
内
藤 

メ
　

―
　
　

 

中
村
（
明
訓
卒
）

　

○
高
橋 

メ
　

―
　
　

 

渡
部

中
　

川
嶋 

　
　

―
　

コ 

福
間

　
　

赤
塚 

　
　

―
メ
ド 

野
田

　
　

藤
塚 

　
　

―
コ
メ 

曽
根

大
　

直
原 

　
　

―
メ
コ 

北
村

【
監
督
観
戦
記
】

　

１
回
戦
の
対
栃
木
、
先
鋒
江
口
は
積
極
的

に
攻
め
続
け
、
試
合
を
有
利
に
進
め
た
が
惜

し
く
も
引
き
分
け
と
な
る
。

　

次
鋒
内
藤
は
、
持
ち
前
の
大
技
と
小
技
を

生
か
し
大
胆
に
攻
め
、
惜
し
い
面
も
あ
っ
た

が
決
定
打
な
く
引
き
分
け
。

　

五
将
高
橋
の
勝
負
強
さ
を
知
っ
て
か
、
相

手
選
手
は
引
き
分
け
戦
法
に
徹
し
、
必
死
に

攻
め
る
も
時
間
切
れ
。

　

中
堅
川
嶋
は
、
序
盤
か
ら
長
い
リ
ー
チ
を

生
か
し
た
面
、
小
手
を
駆
使
し
て
攻
撃
を
ゆ

る
め
ず
、
終
盤
遂
に
見
事
な
面
を
決
め
て
一

本
勝
ち
を
納
め
る
。

　

３
将
赤
塚
、
１
９
０
セ
ン
チ
の
長
身
強
豪

選
手
相
手
に
気
迫
で
一
歩
も
引
か
ず
、
両
者

譲
ら
ず
引
き
分
け
と
な
っ
た
。

　

副
将
藤
塚
、
相
手
は
同
じ
強
豪
の
刑
務

官
、
両
者
手
の
内
を
知
っ
た
同
士
で
あ
っ
た

が
、
終
始
攻
め
て
決
定
打
を
許
さ
ず
、
引
き
分

け
で
１
勝
リ
ー
ド
を
保
ち
大
将
に
引
き
継
ぐ
。

　

大
将
直
原
、
責
任
重
大
な
局
面
で
大
将
戦

を
迎
え
た
が
、
上
段
相
手
に
先
を
掛
け
続
け

て
有
効
打
を
許
さ
ず
引
き
分
け
に
持
ち
込

み
、
新
潟
県
に
勝
利
を
呼
び
込
ん
だ
。

　

２
回
戦
は
優
勝
候
補
の
対
愛
知
戦
。

　

先
鋒
江
口
、
試
合
中
盤
に
思
い
切
っ
た
面

を
打
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
を
胴
を
抜
か
れ
先
取

さ
れ
、
必
死
に
取
り
返
し
に
か
か
る
が
一
本

負
け
と
な
る
。

　

次
鋒
内
藤
、
中
盤
に
相
手
が
小
手
に
来
る

と
こ
ろ
を
出
鼻
面
で
先
取
し
、
そ
の
ま
ま
逃

げ
切
っ
て
一
本
勝
ち
と
す
る
。

　

五
将
戦
は
両
者
相
上
段
、
し
か
し
、
高
橋

は
格
の
違
い
を
見
せ
つ
け
、
抜
き
面
を
見
事

に
決
め
て
一
本
勝
ち
。

　

中
堅
川
嶋
、
１
回
戦
に
続
き
自
信
満
々
で

優
位
に
試
合
を
運
び
な
が
ら
終
了
間
際
、
手

元
の
上
が
っ
た
瞬
間
に
小
手
を
決
め
ら
れ
残

念
な
一
本
負
け
と
な
る
。

　

三
将
、
好
試
合
中
盤
に
赤
塚
、
鍔
ぜ
り
合

い
か
ら
不
意
を
つ
い
て
引
き
逆
胴
を
打
っ
た

と
こ
ろ
面
を
打
た
れ
一
本
先
取
さ
れ
る
。
必

死
に
追
い
つ
き
た
く
、
勝
負
を
か
け
て
飛
び

込
み
面
に
行
く
が
出
小
手
を
決
め
ら
れ
二
本

負
け
。

　

副
将
藤
塚
は
、
王
手
を
か
け
ら
れ
苦
し
い

展
開
な
が
ら
思
い
切
り
の
良
い
面
を
放
つ
が

出
小
手
を
決
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
取
り
返
す
べ
く
必
死
に
攻
め
る

も
相
手
の
伸
び
の
あ
る
面
を
決
め
ら
れ
二
本

負
け
、
新
潟
の
敗
戦
が
決
ま
っ
た
。

　

大
将
直
原
、
相
手
上
段
に
対
し
気
迫
負
け

せ
ず
、
相
手
の
左
小
手
を
狙
っ
て
仕
掛
け
る

も
、
抜
き
面
と
諸
手
小
手
を
決
め
ら
れ
る
。

　

終
わ
り
に
、
第
一
目
標
の
強
敵
栃
木
戦
を

突
破
し
た
も
の
の
愛
知
戦
で
は
数
字
上
、
大

差
の
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
迫
で
は
一
歩
も
引
け
を
取
ら
な
い
戦
い

で
あ
っ
た
が
、
相
手
の
小
さ
な
隙
を
許
さ
な
い

厳
し
い
剣
道
が
勝
敗
を
分
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　

大
会
に
臨
む
に
あ
た
り
、
多
く
の
剣
道
関

係
者
か
ら
心
温
ま
る
ご
支
援
・
ご
声
援
に
対

し
、
選
手
一
同
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　

（
報
告
　

佐
藤
好
美
）

②
国
体
成
年
男
女
最
終
予
選
会

　
　

５
月
25
日

（
新
潟
市
）

　

成
人
男
子
の
部

　
　

先
鋒
　

吉
田
　
　

新
（
白
　

根
）

　
　

次
鋒
　

廣
瀬
　

欽
二
（
警
　

察
）
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中
堅
　

磴
　
　

泰
介
（
警
　

察
）

　
　

副
将
　

吉
田
　
　

仁
（
新
潟
市
）

　
　

大
将
　

加
藤
　
　

治
（
学
　

校
）

　
　

東
京
国
体
本
大
会
に
出
場
　
　

　

成
人
女
子
の
部

先
鋒
　
　

宮
路
奈
津
子
（
　

燕
　

）

中
堅
　
　

相
場
し
の
ぶ
（
　

燕
　

）

大
将
　
　

町
田
　

朋
子
（
新
潟
市
）

北
信
越
国
体
（
８
月
25
日
新
潟
市
）
に

出
場
し
、
１
位
の
み
本
国
体
出
場

　

第
35
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会

６
月
３
日

（
日
本
武
道
館
）

　

寿
Ａ
（
85
歳
以
上
）

　
　

準
優
勝
　

星
名
　

四
郎
（
十
日
町
）

　

寿
Ｂ
（
80
～
84
歳
）

　
　

準
優
勝
　

藤
田
　

惣
松
（
亀
　

田
）

③
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
優
勝
大

会
（
小
学
生
の
部
）
最
終
県
予
選
会

６
月
16
日

（
分
水
総
合
体
育
館
内
）

　
　

１
　

位
　
　

長
谷
川
硯
亮
（
三
　

条
）

　
　

２
　

位
　
　

辰
口
　

萌
子
（
　

燕
　

）

　
　

３
　

位
　
　

中
村
　

美
空
（
新
潟
市
）

　
　

４
　

位
　
　

神
代
　

竜
汰
（
三
　

条
）

　
　

５
　

位
　
　

坂
詰
　

遥
聖
（
上
越
市
）

　
　

６
　

位
　
　

古
川
晋
太
郎
（
三
　

条
）

　
　

７
　

位
　
　

石
田
　

将
巳
（
　

燕
　

）

　

５
位
ま
で
の
選
手
は
、
９
月
15
日
大

阪
府
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
「
新
潟

県
チ
ー
ム
」
と
し
て
出
場
す
る
。

④
新
潟
県
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
兼
全
日
本

女
子
剣
道
選
手
権
大
会
県
予
選
会

６
月
23
日

（
上
越
市
）

優
　

勝
　
　

相
場
し
の
ぶ
（
　

燕
　

）

準
優
勝
　
　

高
橋
　

愛
子
（
警
　

察
）

３
　

位
　
　

宮
島
　
　

望
（
日
体
大
）

３
　

位
　
　

白
井
　

端
季
（
新
潟
商
）

　

上
位
２
名
は
、
９
月
８
日
兵
庫
県
で

開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
出
場
す
る
。

⑤
第
52
回
三
県
都
市
対
抗
剣
道
大
会

　
　

７
月
７
日

（
糸
魚
川
市
）

　

団
体
戦
　

優
　

勝
　
　

富
山
県

　
　
　
　
　

準
優
勝
　
　

新
潟
県

　
　
　
　
　

３
　

位
　
　

長
野
県

　

個
人
戦
（
男
子
）
本
県
関
係
者
の
み

　
　

準
優
勝
　

阿
部
　

和
史
（
糸
魚
川
）

　

個
人
戦
（
女
子
）
本
県
関
係
者
の
み

　
　

３
　

位
　

伊
藤
さ
ゆ
り
（
糸
魚
川
）

⑥
第
５
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道

優
勝
大
会

７
月
15
日

（
日
本
武
道
館
）

監
督
　

内
野
　

葉
子
（
新
潟
市
）

先
鋒
　

熊
谷
　

真
純
（
新
潟
商
）

次
鋒
　

白
倉
　

由
唯
（
大
東
大
）

中
堅
　

相
場
し
の
ぶ
（
　

燕
　

）

副
将
　

荒
川
　

紀
子
（
上
越
市
）

大
将
　

町
田
　

朋
子
（
新
潟
市
）

１
回
戦

　
　

新
潟 

　

１
―
３
　

 

埼
玉

先
　

熊
谷 

メ
　

―
　
　

 

岡
﨑

次
　

白
倉 

　
　

―
　

メ 

田
中

中
　

相
場 

　
　

―
　

メ 

荒
井

副
　

荒
川 

　
　

―
　

コ 

市
村

大
　

町
田 

　
　

×
　
　

 

栗
田

　

※
　

埼
玉
県
優
勝

【
監
督
観
戦
記
】

　

先
鋒
熊
谷
、
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
か
ら
の
復

帰
戦
と
も
い
え
る
初
戦
、
積
極
的
に
攻
め
て

技
を
出
し
、
鍔
迫
り
合
い
か
ら
の
引
き
面
で

一
本
先
取
。
そ
の
後
も
相
手
に
技
を
出
さ
せ

ず
一
本
勝
ち
。

　

次
鋒
白
倉
、
先
鋒
に
続
き
、
流
れ
を
引
き

寄
せ
よ
う
と
臨
ん
だ
が
、
守
り
の
堅
い
相
手

に
思
う
よ
う
な
技
が
出
せ
ず
、
小
手
打
ち
に

行
っ
た
と
こ
ろ
を
返
さ
れ
面
、
そ
の
後
反
撃

し
た
も
の
の
一
本
負
け
。

　

中
堅
相
場
、
今
シ
ー
ズ
ン
好
調
さ
を
そ
の

ま
ま
に
臨
ん
だ
が
、
世
界
選
手
県
候
補
選
手

で
今
大
会
の
立
役
者
の
攻
め
と
勢
い
に
圧
倒

さ
れ
、
惜
し
い
技
も
あ
っ
た
が
一
本
負
け
。

　

副
将
荒
川
、
後
が
な
く
な
り
何
と
か
一
本

先
取
と
臨
ん
だ
が
取
り
き
れ
ず
、
小
手
を
取

ら
れ
一
本
負
け
。

　

大
将
町
田
、
最
後
に
一
矢
報
い
よ
う
と
強

気
で
臨
み
最
後
ま
で
互
角
に
戦
っ
た
が
引
き

分
け
。
　
　
　
　
　

（
報
告
　

内
野
葉
子
）

⑦
国
体
少
年
男
女
最
終
選
考
会

７
月
15
日

（
新
潟
市
）

　

遠
征
・
強
化
練
習
等
に
よ
り
決
定

　

少
年
男
子
の
部

熊
倉
　

茂
喜
（
新
潟
明
訓
）

新
飯
田
悠
太
（
新
潟
明
訓
）

江
口
　

脩
哉
（
新
潟
商
業
）

菊
崎
　

将
史
（
新
潟
商
業
）

皆
川
　

佳
祐
（
新
潟
商
業
）

井
上
謙
二
郎
（
新
潟
商
業
）

　

少
年
女
子
の
部

　
　

熊
谷
　

真
純
（
新
潟
商
業
）

　
　

大
塩
　

綾
子
（
新
潟
商
業
）

　
　

相
田
真
奈
美
（
新
潟
商
業
）

　
　

河
田
　
　

茜
（
新
潟
商
業
）

　
　

深
口
　

佳
奈
（
新
潟
商
業
）

　
　

白
井
　

瑞
季
（
新
潟
商
業
）

男
女
と
も
北
信
越
国
体
に
出
場

（
１
位
の
み
本
国
体
出
場
）

●
居
合
道

居
合
道
全
国
選
抜
八
段
戦
箱
根
大
会

５
月
28
日

（
神
奈
川
県
）

　
　

第
二
位
　

品
田
　

峯
雄

●
剣
道

①
全
剣
連
関
係

・
４
月
29
日
（
京
都
府
）

六
段
合
格
　

斎
藤
　

隆
夫
63
（
新
潟
市
）

・
５
月
６
日
（
京
都
府
）

教
士
合
格
　

柴
田
　

則
子
48
（
長
　

岡
）

　
　
　
　
　

荻
荘
　

則
幸
56
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　

笛
木
　

卓
　

64
（
西
　

蒲
）

錬
士
合
格
　

松
村
　

暁
広
32
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　

内
藤
　

成
美
48
（
上
越
市
）

・
５
月
12
日
（
名
古
屋
市
）

七
段
合
格
　

平
井
　

修
二
58
（
妙
高
市
）

　
　
　
　
　

柳
　
　

幸
一
58
（
十
日
町
）

②
県
内
関
係

・
６
月
16
日

（
新
潟
市
）

初
段
　

27
名
受
審
　

合
格
26
名

二
段
　

14
名
受
審
　

合
格
14
名

三
段
　

10
名
受
審
　

合
格
７
名

四
段
　

10
名
受
審
　

合
格
３
名

五
段
　

19
名
受
審
　

合
格
１
名

五
段
合
格
　

本
間
　

高
文
27
（
警
察
）

③
全
剣
連
社
会
体
育
指
導
員

・
６
月
８
日

（
東
京
）

中
級
更
新

八
木
　

裕
之
（
上
越
市
）

・
６
月
21
日

（
千
葉
県
勝
浦
）

　

中
級
合
格

田
沢
　

広
一
（
小
須
戸
）

・
７
月
７
日

（
東
京
）
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初
級
合
格

加
藤
清
一
郎
（
佐
　

渡
）

加
藤
　
　

治
（
学
　

校
）

佐
藤
　

好
美
（
警
　

察
）

直
原
　
　

幹
（
上
越
市
）

吉
田
　
　

仁
（
新
潟
市
）

町
田
　

朋
子
（
新
潟
市
）

藤
澤
　

裕
二
（
上
越
市
）

石
黒
　

健
　

（
新
潟
市
）

荒
川
　

則
子
（
上
越
市
）

渡
邉
　

直
司
（
長
　

岡
）

池
田
百
合
子
（
新
潟
市
）

渡
辺
　

久
雄
（
長
　

岡
）

佐
藤
　

弘
則
（
栃
　

尾
）

重
野
　

太
志
（
上
越
市
）

●
居
合
道

６
月
14
日

（
北
海
道
）

六
段
合
格
　

大
西
　

伸
和
30
（
柏
崎
）

　
　
　
　
　

川
口
　
　

聡
47
（
柏
崎
）

　
　
　
　
　

大
津
　

美
子
59
（
新
潟
）

　
　
　
　
　

小
野
　

義
弘
67
（
新
発
田
）

●
杖
道

７
月
21
日

（
新
潟
市
）

　

初
段
　

４
名
受
審
　

４
名
合
格
　
　
　
　

　

二
段
　

９
名
受
審
　

９
名
合
格

・
６
月
29
日

　

午
後
２
時
～
４
時

（
神
林
総
合
体
育
館
）

　

指
導
陣
：
佐
藤
　
　

伸
　

白
井
　

吉
満

　
　
　
　
　

渡
辺
　

幹
雄
　

山
田
　

義
雄

参
加
者
：
72
名

　

次
回
の
県
合
同
稽
古
会
は
、
北
信
越
稽
古

会
と
兼
ね
て
９
月
７
日

午
後
２
時
～
４

時
、
上
越
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 　

当
連
盟
が
再
生
を
図
っ
て
新
制
度
の

下
、
２
回
目
の
役
員
改
選
等
が
こ
の
度
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
監
事
及
び
審
査

員
等
は
、
会
則
・
規
程
に
基
づ
き
、
加
盟
団

体
・
地
区
か
ら
の
推
薦
を
経
て
選
考
等
、
民

主
的
か
つ
適
正
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
を
含
め
て
「
適
任
・
妥
当
？
」

か
は
、
会
員
の
皆
様
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
等
で
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
紙
上
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
今

年
度
の
国
民
体
育
大
会
剣
道
競
技
は
東
京

で
、
そ
の
前
哨
戦
で
あ
る
北
信
越
大
会
は
本

大
会
へ
の
出
場
枠
を
掛
け
て
８
月
25
日
、
新

潟
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
種
目
の
選
考
会
も
終
了
し
、
選
手
は
い

よ
い
よ
本
番
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

　

一
方
、
大
会
運
営
の
設
営
・
準
備
等
は
県

体
協
と
連
携
を
図
り
県
高
体
連
剣
道
専
門
部

の
全
面
的
な
ご
支
援
と
関
係
者
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
推
進
中
で
す
。

な
ぜ
国
体
競
技
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

①
新
潟
県
は
県
体
育
協
会
に
委
託
し
て
、
各

競
技
団
体
へ
選
手
強
化
費
（
公
金
）
を
助

成
し
て
い
る
。

②
本
大
会
の
成
績
が
県
勢
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
県
民
に
勇
気

と
希
望
を
与
え
る
手
段
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
期
待
と
成
果
（
得
点
源
）
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
の
が
剣
道
で
す
。
選
手
は
是

非
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
国
体
か
ら
全
競
技
に
わ
た
っ
て

「
監
督
」
の
条
件
が
、
剣
道
で
は
全
剣
連
社

会
体
育
指
導
員
初
級
以
上
」
の
認
定
資
格
等

が
必
須
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日

本
体
育
協
会
等
の
求
め
る
「
監
督
像
（
昔
の

強
豪
選
手
↓
監
督
）
」
が
社
会
環
境
の
変
化

に
伴
い
、
⛆
技
術
面
の
実
績
だ
け
で
は
監
督

は
務
ま
ら
な
い
⛇
「
指
導
者
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
体
得
し
て
い
る
監
督
」
と
言
う
方

向
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
諸
情
勢
を
敏
感
に
即
応
さ
れ
た
の
か
県

内
か
ら
、
紙
上
記
載
の
と
お
り
、
多
数
の

方
々
が
社
会
体
育
指
導
員
認
定
資
格
取
得
へ

受
審
さ
れ
、
合
格
及
び
更
新
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
地
域
活
動
と
当
連
盟
へ
の
ご
尽

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

お
盆
を
過
ぎ
る
と
、
各
地
で
い
よ
い
よ
本
格

的
に
大
会
や
昇
段
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

⛆
勝
っ
て
お
ご
ら
ず
⛇
昇
段
し
て
も
「
錯

覚
」
に
陥
る
こ
と
な
く
精
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

（
理
事
長
　

記
）

　

編
集
後
記

5

5

5

5

　

今
回
か
ら
編
集
に
つ
い
て
は
諸
事
情
に
よ

り
、
県
剣
連
事
務
局
が
担
当
し
ま
す
。
満
足

の
い
く
編
集
は
で
き
ま
せ
ん
が
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
投
稿
、
各
種
情
報
等
に
つ
い
て

は
、
当
事
務
局
、
大
図
広
報
委
員
長
、
菊
池

副
委
員
長
へ
一
報
願
い
ま
す
。

　

次
回
号
は
、
12
月
発
行
で
す
。




